
　12．沖縄（地域別調査機関：一般財団法人南西地域産業活性化センター）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎ － －

○
百貨店（店舗企画） ・今月で化粧品売場の改装が一段落するため、来月以降その

効果が期待できる。

○
コンビニ（経営者） ・弁当、ファーストフードの売上が増えてきている。また、

固定客が多くなってきている。

○
旅行代理店（マネー
ジャー）

・10～11月の旅行予約数は順調に伸びているので期待した
い。

○
住宅販売会社（営業担
当）

・住宅展示場での相談件数が、土地有りの来場組数の32％と
増えている。

□
コンビニ（代表者） ・人手不足は深刻化しているが、観光客の動向は継続して好

調に推移し、県経済の下支えとなると判断する。

□
衣料品専門店（経営
者）

・客は一部以外は新しい季節の商材より、セール品への方に
興味があるようで、安い物を探している客が多いようにみら
れる。景気はまだまだ良くなる気配がみえない。

□
衣料品専門店（経営
者）

・特に変わった様子もなく、例年に引き続き推移していくと
みられる。

□
その他専門店［書籍］
（店長）

・販売量の微減が続いているが、この流れが大きく変わる見
込みはない。

□
その他飲食［居酒屋］
（経営者）

・周りの建築関連は好調のようだが、飲食は求人の掛かりが
悪く、強制的に店休日を入れなければいけないので、なかな
か売上を伸ばせない。

□
観光型ホテル（マーケ
ティング担当）

・現段階の予約状況から推測する今後２～３か月後の客室稼
働率は、今月同様に前年同月実績を下回る見込みである。

□
観光型ホテル（代表取
締役）

・宿泊者数の予約状況をみてもほぼ前年同様である。ただ、
今週末の台風などが心配である。飲食も予約状況から前年同
様か少し下がる予想である。

□
通信会社（営業担当） ・新商品の影響は長くは続かないとみられるので、店頭での

提案に力を入れ、購買へのきっかけを作れば現状維持できる
と期待している。

□
その他サービス［レン
タカー］（営業）

・自然災害の復旧が急務であり、観光関連の業種は当面厳し
い状況が続くものとみている。

□
住宅販売会社（代表取
締役）

・建築相談案件はあるが、商業施設や宿泊施設など非住宅系
の建築案件の経験豊富な設計士が少なく、その部門の設計作
業が遅れがちである。

▲ ＊ ＊

×

商店街（代表者） ・商店街では、商品の物販がうまくいかず、閉店が多くなっ
ている。閉店したところに次は飲み屋が入って、増えてきて
いる。飲み屋同士で、客の奪い合いを起こしているのではと
みている。全体的に見たら大変厳しい状況下にある。

◎ － －

○

食料品製造業（総務） ・季節要因により今後の２～３か月先の景気は今より良くな
ることは間違いないが、季節要因を除く前年同期で見た場合
は、自然災害等のマイナス材料もあり逆にやや悪くなるので
はないかとみられる。

○

輸送業（代表者） ・宮古島、石垣島は観光客対応のホテルや量販店の民間工事
が多く、先々も続く様子である。その上宮古島は陸上自衛隊
関連の建設工事も本格化しており、生コンの出荷は過去最高
の水準が続いている。アスファルトの出荷量も上向いてきて
いる。

○

輸送業（経営企画室） ・台風の影響もあり観光客数の減少があったが、一過性のも
のであり９月は増加している。今後もますます増加するもの
とみられ、年末にかけて良くなっていくとみている。また10
月からは最低賃金の改定もあり、そこも影響してくるかとみ
られる。

□
窯業・土石製品製造業
（経営者）

・民間工事主体に推移する見通しである。

□
広告代理店（営業担
当）

・主に県内企業の販促活動をみると、地元資本の企業と比較
して県外資本の企業が積極的に動き始めている。広告市場全
体としては、ほぼ横ばいで推移するものと推察している。

□
コピーサービス業（営
業担当）

・景気が好転したとしても、業種的にその影響を受けるのは
かなり後になると予測される。

▲ － －
× － －
◎ － －
○ － －

□
人材派遣会社（総務担
当）

・年末に向けあらゆる業種で繁忙となり求人数も更に増加が
見込めるが、季節要因の範囲内で景気の状態は変わらないと
みられる。
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□
求人情報誌製作会社
（営業担当）

・求人数は増えているが、求職希望者数が減り、人材確保が
難しくなっている。

□
学校［専門学校］（就
職担当）

・人材不足解消の秘策の一つとして、元気のある女性を活用
するための働き方改革は急務といえる。

□
学校［大学］（就職担
当）

・新卒求人の状況は一旦落ち着いてきたが、10月から後期が
開始するため学生の就活、企業の求人共に二次的な動きが期
待される。動きとしては、双方、緩やかなものとみられる。

▲
求人情報誌製作会社
（編集室）

・９月最後の週の件数が前年同時期と比較すると200件ほど
減少している。11～12月は今月より件数が減少するものとみ
られる。

× － －
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